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1. 学術コミュニケーションについて 

• 定義 
⇒ 学術情報の生産、流通、保存、利用までの一連のライフサイクル 

• 本講義で対象とする範囲 
⇒ 主に学術情報流通部分 

• 学術コミュニケーションの経緯 
⇒ シリアルズクライシス、オープンアクセス、オープンサイエンス 

2. 現在の学術コミュニケーションを取り巻く状況 
2.1. 検索と発見（紙から電子資料へ） 

• 情報を検索するためのシステム 
○ OPAC / ディスカバリーサービス 

⇒ 紙の資料もしくは電子資料の一部が発見可能 
○ 電子ジャーナルリスト（A to Z）/ リンクリゾルバー 

⇒ 電子資料の発見が可能 
○ CiNii Books 

⇒ 大学図書館等が所蔵する紙の資料と電子資料の一部が発見可能 

• 検索するための情報を管理するシステム 
○ NACSIS-CAT 

⇒ 主に紙の資料が対象 
○ ERDB-JP 

⇒ 主に電子資料（雑誌）が対象 
○ ナレッジベース 

⇒ 電子リソースのタイトルとURLといった簡単なメタデータを網羅的に収集し最新
版として管理 

• 紙の資料と電子資料を統合的に管理するシステム 
○ Library Services Platform (LSP) 
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⇒ 統合図書館システム（Integrated Library System: ILS）に、電子情報資源管
理システム（ERMS）やナレッジベース を含め、紙の資料と電子資料を統合的に
管理することが可能なシステム / 共同運用 

• Alma（ExLibris） / OCLC WorldShare Management 
Services（OCLC）etc. 

• 今後に向けた取り組み 
○ これからの学術情報システム構築検討委員会の活動 

⇒ CAT2020 / ERDB-JP 

2.2. 研究成果の発信（オープンアクセスからオープンサイエンスへ） 

• 研究成果を発しするためのシステム 
○ 機関リポジトリシステム 

• DSpace / JAIRO Cloud etc. 
⇒ 既に機関リポジトリを公開している機関のうち、半数以上がJAIRO Cloudを利用 

• JAIRO Cloudを利用：498機関 / JAIRO Cloud以外を利用：256機関 
　　　　　　　（2018年3月末 NII調べ） 

○ 機関リポジトリに登録されているコンテンツ 
⇒ 日本の登録コンテンツの大半は紀要論文で、世界的に見てもまれ。 

• メタデータ流通の仕組み 
○ IRDB（学術機関リポジトリデータベース） 
○ 新しいメタデータスキーマ 

⇒ junii2からJPCOARスキーマへ 

• JPCOARスキーマ策定 / JPCOARスキーマの特徴 

• 機関リポジトリを支えるオープンアクセス 
○ オープンアクセス（OA）とは 
○ グリーンOAとゴールドOA 

⇒ 機関リポジトリはグリーンOAを推進 
○ OAの状況 
○ オープンアクセス方針の策定 

⇒ 日本では24機関がオープンアクセス方針を策定済み（2018.7.13 現在） 

• オープンサイエンス 
○ オープンサイエンスとは 

• 第5期科学技術基本計画 / 統合イノベーション戦略 etc. 
○ データリポジトリシステム 

• DIAS / DARTS / SSJDA etc. 

• データリポジトリ認証（CoreTrustSeal認証） 
○ 研究データ管理 

• RDM / FIAR原則 
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• これからのリポジトリシステム 
○ 次世代リポジトリ（Next Generation Repositories：NGR） 
○ デジタルアーカイブとの関係 

• デジタルアーカイブの国内動向 

• オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）の活動 
○ リポジトリを中心としたオープンアクセス、オープンサイエンスの推進 

⇒ 3つの作業部会と5つのタスクフォース 
○ 国際連携の強化 

• COAR / OpenAIRE etc. 

3. これからの学術コミュニケーション 
3.1.これからの学術コミュニケーションに求められるもの（3つのポイント） 

• 研究助成と研究成果をつなぐ 
○ 研究助成 / KAKEN 

• IDでつなぐ 
○ 様々なID 

⇒ コンテンツに付与するID / 人に付与するID / 機関に付与するID 
○ DOIを付与する機関 

• JaLC / Crossref / DataCite etc. 

• 全てをつなぐ 
○ CiNii Research / 知識グラフ 

3.2. 図書館員の役割とは 
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